
1/6　景気ウォッチャー調査（令和４年10月調査）― 中国（現状）―

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・競合店が１か月くらい休業していたため、たばこの売上
が増加している。

◎
都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・全国旅行支援や県民割の影響で来客数が増加している。

◎

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの新規感染者数の一時的な落ち着き
や全国旅行支援がスタートしたことによる観光客数の伸び
が順調である。さらに、各種大会の開催による宿泊客数も
増加している。

◎
タクシー運転手 来客数の動き ・朝昼の乗車率は上がっているが、夜は今一つである。

○

商店街（代表
者）

来客数の動き ・少し人の動きが出てきた。イベントも毎週どこかで開催
されるようになり、人通りが増えてきている。しかし、直
接売上には結び付いていない店舗もある。

○
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

販売量の動き ・材料費の価格上昇により商品が値上がりしても、販売量
は変わっていない。

○

一般小売店
［茶］（経営
者）

来客数の動き ・観光客の動きがやっと見えてきた。茶会も小規模である
が開催されるようになり、抹茶も動き出した。世の中が少
しずつ明るくなっているのを感じている。

○

一般小売店
［靴］（経営
者）

来客数の動き ・秋冬用ブーツなどの靴のメンテナンスが前年より増加し
ている。

○
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染状況が落ち着いているため、
来客数が前年を上回って推移している。

○

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染状況が一旦落ち着いたことで
客の外出機会が増え、10月中旬以降の気温低下もあり、
ジャケットや軽羽織などが動き始めた。週末を中心に来客
数も増加している。

○
スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数は前年を下回っているが、値上げで単価が上昇し
ているため、売上は前年の102％となっている。

○

スーパー（販売
担当）

単価の動き ・客の買上点数は減少しているが、値上げによる単価上昇
が売上を押し上げている。新型コロナウイルス感染症を恐
れず、客の意識が行楽に向かっている関係もある。

○

コンビニ（副地
域ブロック長）

来客数の動き ・客単価や来客数が回復傾向にある。人流が復活し、物価
が上昇していることが客単価に連動してきている。

○
コンビニ（支店
長）

来客数の動き ・週末を中心に来客数が増えている。

○
衣料品専門店
（代表）

販売量の動き ・全国旅行支援が始まったため、旅行用の商品を探す客が
増えている。

○
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・製品不足にもかかわらず、全国からの問合せが多くあ
り、そこからの成約率も高まってきている。

○

その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症の影響が薄れてきている。

○

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

お客様の様子 ・売上、来客数共に前年を上回ってきている。前年より気
温が下がる時期が早かったため、秋冬商材の動きが良い。

○

高級レストラン
（事業戦略担
当）

来客数の動き ・大人数の会食等が少しずつ増えてきている。

○

一般レストラン
（店長）

お客様の様子 ・３か月前と比べると新型コロナウイルスの感染を気にし
ている客がかなり減少しているようで、最近は来客数が増
えている。隣席や近くの客との距離を気にする客はほとん
どいない。旅行客も増えてきており、特に10月は入国制限
が緩和されたことでインバウンド客の来店がかなり増えて
いる。

○
観光型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・全国旅行支援が開始されて来客数が急増している。
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○

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染状況の落ち着き、全国旅行支
援の開始、自治体のプレミアム付食事券の発行などによ
り、ホテルにおいては個人利用の宿泊やレストランの来客
数が顕著に増加している。宴会利用は食事を伴う懇親会等
の受注もやや増えてきている。

○

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・全国旅行支援の開始によって人流が増えてきている。加
えて、インバウンドの水際対策緩和で外国人の宿泊客数も
増えてきている。

○
旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・景気対策により、客の動きが良くなってきている。

○

タクシー運転手 お客様の様子 ・新型コロナウイルスの新規感染者数が減少しつつあり、
また行動を支援する様々なクーポン券などの発行により街
中ににぎわいが戻りつつある。

○

タクシー運転手 お客様の様子 ・乗客数が増え、売上は新型コロナウイルス感染症発生前
に戻りつつある。同業他社のことは分からないが、自分が
勤める会社の景気は良い。

○
テーマパーク
（業務担当）

それ以外 ・来客数は増加していないが、世間の動向から判断する
と、経済は動き始めている。

○
ゴルフ場（営業
担当）

来客数の動き ・県外からの予約が増えており、2020年３月以降皆無だっ
た海外からの予約も徐々に回復している。

○
住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・直近では新型コロナウイルスの新規感染者数が減少傾向
であり、人出も増加している状況である。

□

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・10月に入り、新型コロナウイルスの新規感染者数が増加
している。マスク着用の機会が減ってきている影響かもし
れない。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染状況が落ち着きつつあり、人
通りが増えているが、消費にはつながっていない。

□

商店街（理事） お客様の様子 ・コロナ禍で外出や買物を我慢してきた反動で買物がした
い客がいる一方、まだ控えている客もいる。我慢の限界に
きている客が増えているため、景気が良くなっている雰囲
気はある。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・観光業など、業種によっては景気が良くなってきている
が、全体としてはまだ回復の兆しはない。

□

一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

お客様の様子 ・客の動きが少し良くなっているが、売上の増加にはつな
がっていない。

□

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・売上が前年を上回る部門が多く、全体でもその傾向であ
る。特にウィッグは値上げ前の販売が好調で、売上を大幅
に伸ばしている一方で、食料品がやや低調となっている。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・９月末から10月初めにかけて、コートなど重衣料の動き
が良く客単価が上昇し、来客数と販売量が増加したが、10
月末には減少している。

□

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・気温が下がってきたなかで、アパレルを中心に売上は好
調に推移していた。ただし、全国旅行支援がスタートした
頃から少し風向きが変わってきており、当店を利用してい
た客も大きな買物は福岡や広島でしている。

□

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・100万円台の美術品や日本画、数10万円の現代アートが売
れているが、光熱費が高騰した影響もあってか、客の消費
行動が読めない。

□

百貨店（外商担
当）

お客様の様子 ・前年と比較すると売上、来客数共に伸びているが、新型
コロナウイルス感染症発生前の水準には戻っていない。特
に主要客である年配層の来客数、買上点数が依然として厳
しい状況である。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数の推移に変化はない。新型コロナウイルス感染症
の影響は減少したが、値上げ基調のなか、客は節約、節電
の傾向であり、来店頻度が低下し、割引デー等の週末集中
がより顕著になってきている。全体的には買上点数も減少
傾向である。

□
スーパー（店
長）

単価の動き ・定番商品の値上げの影響で、客は奉仕商品や特売商品を
購入する傾向になっている。
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□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が前月比では２％上昇しているが、前年比99.1％
で推移しており、まだ景気が上向きとはいえない状況であ
る。２％上昇の要因としては、イベントなどの再開が週末
の集客につながっていることが考えられる。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・商品の値上げが続き、販売数量の落ち込みが顕著な状況
が続いている。

□
スーパー（総務
担当）

単価の動き ・来客数、買上点数共に減少しているが、客単価は落ちて
いない。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・商品の値上げが相次いでいるが、販売数量は維持してい
る状況である。安価な自社商品等の販売が好調である。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・商品の値上げが続き、客の買い控えが継続している。

□
家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・来客数が前年比90％と悪くなっている。全国旅行支援の
影響が多少あるが、特に変化はない。

□
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・10月の販売量は前年比95％と依然厳しい状況にある。

□

その他専門店
［土産物］（経
営者）

来客数の動き ・大きなイベントなどの宣伝がまだ再開できないためか、
来客数が通常時の９割程度にとどまっており、観光シーズ
ンでも増えていない。また、インバウンドも増えていな
い。

□

その他専門店
［布地］（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの新規感染者数が減少しているが、
まだまだ安心して食事をしたり、買物したりする人は増え
ていない。

□
観光型ホテル
（副支配人）

お客様の様子 ・全国旅行支援が開始して、宿泊の問合せが増えてきてい
る。

□

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・全国旅行支援が開始されたが、今月については、まだそ
の影響は限定的であるため、売上の増加にはつながってい
ない。

□
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・客の様子から判断すると、景気に変化はない。

□
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・今年に入って業界全体で値上げを実施していないため、
売上や客の商品に対する反応に変化はない。

□

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の消費動向は必要最小限の範囲で下げ止まったままで
あり、景気は好転も悪化もしていない状況である。

□
通信会社（販売
企画担当）

来客数の動き ・生活費が上がり続けているため客に余裕がない。

□

美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・新型コロナウイルス感染症を気にせず外出する客がいれ
ば、感染を心配して出掛けない客もおり、行動が２極化し
ている。

□

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・戸建て住宅の引き合いが低迷した状況が続いている。建
築費高騰に加え、身の回りの物価が上昇していることが客
の不安要素になっている。

□

設計事務所（経
営者）

単価の動き ・建築コストが高騰しているため着工できずにいる案件が
ある。どの職種でも人件費、材料費共に値上げとなり、建
築費全体では約３割アップした状態となっており、その影
響で契約にまで至っていない。

□

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・収入の伸びは穏やかなのに、新築住宅価格の上昇が大き
く、客は購入に慎重になっている。その一方、価格面から
中古住宅やリフォーム物件への反響が大きく、購入意欲も
高い傾向にあり、全体的に景気は大きく変わらない。

□
住宅販売会社
（従業員）

単価の動き ・原材料の価格高騰が続いており、客への最終販売価格へ
転嫁せざるを得ない状況である。

□

住宅販売会社
（営業所長）

お客様の様子 ・様々な商品価格の高騰の影響なのか、客の検討予算が低
下している傾向である。同時に新規来場者数が減少し続け
ており、集客モデル、情報確保が難しい時代に突入してい
る。

▲
商店街（代表
者）

単価の動き ・良い商品があっても客が購入しないため、厳しい状況が
続いている。

▲

一般小売店［食
品］（経営者）

来客数の動き ・ウクライナ問題、原油価格の高騰、円安に伴う諸物価の
上昇で客は値段に敏感になり、まとめ買いの傾向が強まっ
ている。客単価は伸びたものの、来客数の減少という結果
になっている。
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▲

一般小売店［印
章］（経営者）

販売量の動き ・地域共通クーポン券の出始めは良かったが、新型コロナ
ウイルス感染症の小康状態がいつまで続くかが気になる。

▲

スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・商品価格の値上げが続いており、それに伴い客の節約意
識が根強くみられる。生活必需品以外の商品は動きが鈍
い。

▲

スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・仕入価格の上昇に伴う価格転嫁により、１品単価が上昇
しているため、売上は既存店で前年を上回っているが、来
客数や買上点数は前年を下回っている。

▲

スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・客の来店回数と買上点数が減っている。商品単価が上
がっているため、売上としては前年をクリアしている。

▲
家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・商品の値上げの影響で、客の購買意欲が一段と低下して
いる。

▲

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・テレビや冷蔵庫などの販売量が前年と比べて減少してい
る。インフレの影響が出てきている可能性もある。

▲
家電量販店（販
売担当）

来客数の動き ・明らかに来客数が減っている。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・あらゆる商品が値上げするなかで、来客数の伸びが鈍
い。

▲

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・物価が上昇しているが給与に変化はないため、家計で何
かを削る必要があるという客の会話を聞くことが多い。

▲
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・度重なる値上げで客離れが始まり、これから始まる冬商
戦への影響が懸念される。

▲
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・ウクライナ問題の影響で各商品が値上がりし、販売量が
落ちている。

▲

その他専門店
［時計］（経営
者）

販売量の動き ・修理依頼が増加し、来客数にも波があるため、新規の販
売につながらない。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

お客様の様子 ・前年と比べて新型コロナウイルス感染症対策の規制が緩
和され、10月に入り来客数は少しずつ増えているが、イベ
ントでの集客によるシャワー効果はほとんどなく、来客数
の割に売上が伸びない。円安が進み、物価が上昇しても給
与は変わらず、今後の価格上昇の懸念もあり、客の財布の
ひもは固いままである。

▲

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・７月の平均を100％とすると、現状は来客数が90％、客単
価が103％で売上は93％となる。９月に入りグランドメ
ニューの改訂に合わせて値上げを行い、来客数の落ち込み
を客単価でカバーしている。来客数は休日前が７月平均の
110％、休日は102％と、週末のファミリー層の回復で支え
るものの、平日は93.5％、金曜日は71％と大幅に落ち込ん
でいる。客単価が高い平日と金曜日のディナータイムの飲
み会や宴会利用は激減したままで、売上が低迷している。
この時間帯の売上は月を追うごとに下降し、夜９時以降の
売上は７月平均の80％で推移している。

▲

放送通信サービ
ス（総務経理担
当）

お客様の様子 ・客の延滞支払の残存額が増えてきている。

▲
通信会社（広報
担当）

お客様の様子 ・商品が値上がり傾向で、なかなか客の購買行動に結び付
かない。

▲

テーマパーク
（管理担当）

お客様の様子 ・現内閣の経済対策が国民に寄り添っていない。また、消
費税を増税するような議論がされており、既得権益者に有
利な政策を打ち出そうとしている。

▲
競艇場（企画営
業担当）

販売量の動き ・西日対策で舟券の発売時間がかなり短くなっているた
め、売上が減少している。

▲
美容室（経営
者）

それ以外 ・人材が不足している。

×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数が戻りつつあったが、また減少している。

×

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染状況が落ち着かない状況なの
に規制がないため、客の来店頻度が回復しつつあるが、一
方で、物価上昇の影響なのか、来店する間隔を以前より開
けている客もいるため、景気は良くない。

家計
動向
関連

(中国)
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◎

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・自動車メーカーの生産がフル操業なので景気が良い。

◎
輸送業 受注量や販売量

の動き
・発注が増えている。

○

化学工業（総務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・新型コロナウイルス感染症、ウクライナ情勢、円安等、
様々な問題に直面し、値上げが相次ぐ中でも個人消費は堅
調に推移している。

□
農林水産業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス感染症が少し落ち着いてきている
が、景気はそこまで変わらない印象である。

□

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・２回目の値上げを実施したが、受注量は徐々に元に戻り
つつある。また、季節商材の受注量も上向き傾向にある。

□

繊維工業（財務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・日用品の価格上昇と電気料金の値上げで、必要最低限の
支出金額が増えているが、経済活動は活発になってきてい
る。

□
鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・夏以降、景気回復を期待したが、現状大きな変化はな
い。

□

非鉄金属製造業
（業務担当）

それ以外 ・エネルギーコストや工業薬品の値上げで原単位は上昇し
ているが、価格の高値推移や円安により収益を確保してい
る。

□
金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が生産能力以上であるため、超過勤務で対応して
いる。

□

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・引き続き、５Ｇ関連や半導体向け基板の受注は好調に推
移している。ただし、年初に比べて取引先の先行き手配物
件も落ち着いてきていることから、これからの動向に注視
が必要である。

□
建設業（経営
者）

取引先の様子 ・建設工事について、工場関係が少額工事の引き合いしか
ない。

□
建設業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・物件数については継続してあると思うが、資機材の価格
上昇が続き、利益率が低下している。

□

輸送業（業務推
進担当）

取引先の様子 ・現状、景気に関する大きなプラス要素はなく、客の荷動
きにも目立ったものはないため、景気は変わらない。

□

輸送業（総務・
人事担当）

受注量や販売量
の動き

・客や発注業者と物価上昇に伴う交渉を行っているが、価
格転嫁に結び付いていない。最終的には景気を低迷させる
可能性があると危惧している。

□

通信業（営業企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・燃料価格高騰やウクライナ情勢など、悪いニュースが多
く、取引量や引き合いの動きが若干鈍くなっているが、企
業の計画的な購入については余り変化がない。

□

金融業（融資企
画担当）

取引先の様子 ・地元完成車メーカーの国内生産は、半導体不足などの影
響から依然として生産能力の８割程度にとどまっている。
このため系列の地元部品メーカーの受注も低水準が継続し
ている。

□
不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数と成約件数はほぼ横ばいとなっている。

□
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの感染状況が落ち着かない状況で、
受注量の動きにも変化がない。

□

会計事務所（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・景気に左右されることが多いコンサルティング業務の受
注量が一定量あるものの、補助金絡みの設備投資支援コン
サルティングが多く、自主的、積極的な設備投資ではな
い。

▲

木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・記録的な円安や原油高で、企業における材料費や運送
費、電力費が高騰し、価格転嫁が起きることで、厳しい状
況が続いている。一般消費者の消費財も同様に値上がり
し、購買意欲が低下気味であることから、景気がやや悪く
なっている。

▲

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・鉄鋼業向け大型案件の作業は終了し、通常の生産体制に
入っているが、鉄鋼向け生産が減少傾向である。

▲
鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注動向が悪化してきている。

▲

金融業（貸付担
当）

取引先の様子 ・原料の価格高騰、円安、海外企業との買い負け等から仕
入れの確保に苦慮し、売上、収益共に悪化している企業が
目立っている。

× － － －

企業
動向
関連

(中国)
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◎ － － －

○

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人数は、業務拡大による大量募集があった電子部
品・デバイス製造を含む製造業が前年同月比で６割増加と
なるなど、人手不足を背景に求人全体でも２割増加となっ
ている。

○

職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・新規求人の受理状況は、前年比で15.5％増加、前々年比
では13.4％増加と、過去２年間との比較では回復傾向にあ
る。多くの産業で前年比増となっており、特に製造業では
30.5％の増加、不動産業・物品賃貸業では22.4％の増加と
なった。窓口来所者数も多く、求人は活性化している。

○

民間職業紹介機
関（人材紹介・
派遣担当）

求人数の動き ・年度替わりに向け、各企業は中途採用計画を練ってい
る。また、年末年始の短期案件も増加している。

○

学校［短期大
学］（進路指導
担当）

周辺企業の様子 ・製造関係の求人数が増加しており、製造業を中心に景気
は回復傾向にある。

□

人材派遣会社
（経営戦略担
当）

求職者数の動き ・国内の人流が平時に戻ることで景気には良い影響が出て
いるが、極端な円安によりマイナス影響を受ける企業が増
加するなど悪い影響も出ている。

□

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

採用者数の動き ・次年度の新卒採用者数を増やす企業が増加している。好
況というよりも、今後の若年層の減少や定年退職者の大量
発生に備えていること、就職氷河期の時代に長く採用して
いないことが影響している。また、年齢層の格差を埋める
ことが課題となっていることも理由である。

□

職業安定所（雇
用関連担当）

周辺企業の様子 ・新規求人数は前年同月比3.6％の増加、新規求職者数は
6.4％の減少となっている。また、有効求人倍率は1.77倍
で、３月以降上昇している。企業の人手不足感が続くな
か、最低賃金の改定、原油高、円安、仕入価格の高騰の影
響も継続し、企業の経営や雇用状況が改善傾向になるかは
注視が必要である。

□

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・人手不足感は否めず、採用基準を下げて、条件を緩和す
る企業が増加している反面、その分、求人票に記載されて
いる下限年収を下回る条件提示がされる事例が複数みら
れ、内定辞退などにより、結局新たな雇用は生まれていな
い。

▲
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・原価高騰、円安による値上げ、光熱費の高騰で、小売業
を始め物販業にも影響が出始めている。

× － － －

雇用
関連

(中国)


